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学 位 の 種 類 理 学 博 士
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学 位 授 与 の 日 付 昭 和 年 月 日
学 位 授 与 の 要 件 学 位 規 則 第5条 第1項 該 当
研 究 科 ・専 攻 理 学 研 究 科 動 物 学 専 攻
(学 位 論 文 題 目)
ギ フチ ョウの蠕期間 を制御す る環境要因に関す る研究
主 査 日 高 敏 隆
川那部 浩 哉 加 藤 幹 太論 文 調 査 委 員
理 学 研 究 科
氏 名 石 井 実
(論支 内容 の要 旨)
「春 の 女 神 」ギ フ チ 。ウLuehdorfiajaponicaは、1化 性 の アゲ ハ チ ョ
ウで、 早 春 に 成 虫が 現 わ れ、 そ の卵 か らか え った幼 虫は6月 に は蠕 とな り、
1年 の大 部 分 を 蠣 と して過 ご して翌 年 春 、 成虫 とな る 。本論 文 は、 この長 い
蝋 期間 が どの よ うに維 持、 調 節 され て い る か を明 らか に した も ので あ る 。
本 種 の 蠕 は暗 色 の 固 い クチ クラを も ってい るの で、 蠣体 内 で進 行す る成 虫
分化 の 様 子 を外 部 か ら知 るこ とは むず か しい.そ こで、 蠕 を種 々の条 件 下 に
お いて 一 定 期 間 の後 に解 剖 を行 い、 成 虫分 化 の進 行 度 をチ ェ ・ク した、
その 結 果、 次 の よ うな こ とが 明 らか に な った 、
1)本 種 は、 長 い 蠣期 の間 に2種 類 の 休眠 をす る。2)最 初 の 休眠 は 、夏
休 眠(summerdiapause)の性質 を もち、 中温(14～25℃)と 短 日(14
～15時 間以下)の 両 条件 が満 た され た時 に速 かに 消 去 され る。3)成 虫分
化 は、5～30℃ とい う広 い温 度範 囲 で 進行す る こ とが確 認 され たが 、温 度 が
高 い ほ どその 速度 は大 きい 。4)し か し、 成 虫 分化 に好 適 な 条件 下 に蠣 を
お き続 けて も羽 化 は まれ に しか起 こ らな い 。 それ は、5)最 初 の休 眠 の消 去
後 、 蠣 が2度 目 の休 眠(冬 休 眠=winterdiapause)に入 る か ら で あ る 。
この休 眠 は、 低 温 処 理 に よ って消 去 され 、 それ に続 く好 適 な温 度 下で速 かに
羽 化 が起 こ る。6)2度 目 の休眠 の消 去 、成 虫の羽 化 に は 日長 は関与 しな
いn
この よ うに、 本 種 は夏 休 眠 、冬 休 眠 とい う2種 類 の蠕 休 眠 を行 うこと に よ
って 長 い蠕 期 を コ ン トロール してい る。 更 に興 味 深 い のは、 本種 は春早 く蠣
化 が起 こる場 合 に そな えて 、 幼 虫期 の 日長 に よ り、 蠣 の生理 的性 質 を変 化 さ
せ る戦略 も用 い て い る こ とで あ る 。す な わ ち、短 日下 で蠣 化 した個体 で は、
蠕 の夏 休 眠 消去 の臨 界 日長が 短 くな る。 つ ま り、1化 性 昆 虫 で あ りな が ら、
幼 虫 、 蝋 と もに顕 著 な光 周性 を示 し、 それ に よ って その1年1化 の 生 活 環 を
外 界 の諸 条 件 と対 応 させ なが ら見 事 に維 持 して い る ので あ る。
これ らの 結 果か ら、 これ ま で納 得 のゆ く説 明 が与 え られ てい な か っ たギ フ
チ ョウの特異 な生 活史 の メカニ ズムが、 ほぼ 完全 に明 らか に され た 。
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表1・2蝸 毛穂 乏畠条イキ下・・あ・"三槻 の癖 ㍗ ヨ勾化
1。七 。。nd.2nd。 。。d.3。d。 。。d.A/Na/d。tab♪
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図 ユ 惑 竪 導 下 に 函 し↑ う 職 卿6P畠 言こ鉦
(瞬3蔦,lr6午判)
ギ フチ 四ウ属 の 出 現 期(北 信地 方)
適 月5月6-月 ギ'フ チ ョ ウ
謂 酷 臨 網 再廟 司 場 所1鵬(m)1記町
:層'i::1:1:1蹴犠 村森1,。 。』1購 瀧
●1963・4・28〃 黒 岩 山800小 川 清 美
● ..1963。4・28,〃900小 野 沢 竜之
ロ
●'1950●4●29'"800藤 沢 正 平
●"1950●4●30〃800〃
1●
.・,'1951・5・3斑 尾 山 荒 瀬原 谷1000北 村 文 治
●.1953・5・3下 水 内 郡 豊 田 村 月 夜 缶900神 田 稲 見
●1962・5。3飯 山 市 屋 敷500小 野 沢 竜之
● 馳 ・1960・5・5〃 牛 が 首600〃
● .:1962・5・6〃 ・.黒岩 山.900〃
●1950・5・8下 高井 郡 木島 平村 馬 曲北 入1100土 屋 郁 夫
●'1950・5・8斑 尾 山 古 間 側 一 荻 野 誠 作
`●
1952・5・9飯山 市 黒 岩 山800藤 沢 正 平




● 『1950・5・13斑尾 山 東 北 山 麓 ・ 一 荻 野 誠 作
●.'1951・5・13斑 尾 山 一 明 袖 岳'1-`1100北 村 文 治
●1961。5。14飯 山 市 黒 岩 山 中 腹900小 野 沢 竜之
●1953・5・17下 水 内 郡 貝立 山 山頂900藤 沢 正 平
●1963。5・18飯 山 市 黒 岩 山900小 川 清 美
●e1963r5●19〃 .820〃
●1952・5・24〃 伏 野 峠下 、750藤 沢 正 平
●1951・5・26〃 岡 山 田 母 木 平上650"
●'1951・5・26〃 関 田 峠 下 方900〃
●1951・5・30〃 太 田 区 高 畑750〃
●1951・5・30〃 仏 が 峰 中 腹800"
●""1951・5・30〃 太 田 区 和 平750〃
●1962・6・2〃 温 井500-}700小 野 沢 竜之
●1951・6・3下 水 内 郡 貝立 山 西900藤 沢 正 平
●1951。6。3〃 貝立 山 山 頂937〃
●1951・6・3下 水 内 郡栄 村 野 々海1100藤 沢 正 平
●1951・6・3斑 尾 山 山 頂1382北 村 文 治
●1958・6・11苗 場 山 中腹1100保 倉普四郎 他
●1953・6・17飯 山市 梨 平峠 下1000藤 沢 正 平
ギ フチ ョウ 属 の卵 の記 録(北 僑 地方)1
4月5月6月 ギ フ チ ョ ウ
網 瀦1編 翻 葛 年 月 司 場 所"1標 高(m)1記賭
● ・95・・5・6飯山市黒岩山1・8・ ・ 藤沢 正平
●1950・5・8斑 尾 山 古間 側.一 荻 野 誠1乍
●1952・5・9飯 山 市 黒 岩 山800藤 沢 正 平
●1950・5・13斑 尾 山 東北 山 麓 一 荻 野 誠作
●1952・5・18下 高 井 郡 木 島 平村 樽 滝500藤 沢 正 平
辱 ●1951 。5・19飯山 市 小菅 山1000〃
●1951・5・30飯 山 市 湧 井 上 方730〃
●1954・6・2飯 山 市 黒 岩 山800〃
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